
　連合山形　岡田新一会長（享年61歳）が１月９日（火）午前６時47
分に、ご永眠されました。告別式は１月11日（木）エヴァホール新庄
（新庄市）でしめやかに営まれました。
　午後１時に始まった告別式には、連合本部逢見会長代行をはじめ県
内外の労働界、さらには吉村美栄子知事、舟山康江参議院議員など政
財界から約400人が参列されました。
　吉村美栄子知事は弔辞で「知事選では県民の幸せのためにと党派を
超えて呼びかけていただいた。その後も後援会の副会長として支えて
いただいた。心の広い暖かな人柄のうちにも鋼のような信念を持った
方だった。あまりにも早すぎるご逝去は残念でならない。岡田さんへの恩返しのためにも全力で県政に邁進する決意
だ」と述べました。
　連合山形を代表して小口裕之副会長は「もっと連合運動をリードしていてほしかった。もっと一緒に運動したかっ
た。連合山形の運動方針の実現に向け、岡田さんの魂を引き継いでいく。優しさを引き継いでいく」と語りました。
森伊織自治労県本部委員長も弔辞を述べ、冥福を祈りました。
　最後に喪主で長男の祐介氏が参列者にあいさつを述べました。

全国から哀悼の言葉続々
岡田新一連合山形会長のご冥福を祈る

吉村美栄子知事焼香する参列者

2018連合山形春闘討論集会
日時　2018年２月14日（水）　14：30
会場　大手門パルズ

（1）

ホームページアドレス ： http://www.rengo-yamagata.jp/

2018年１月26日No.139



2018新春旗びらきを開催
連合山形の団結と運動の前進を誓い合う

　１月５日（金）大手門パルズを会場に連合山形・連合山形地域
協議会合同による「2018新春旗びらき」を開催しました。
　主催者を代表し、連合山形小口副会長は、「働き方改革が言われ
ているが、私たちの力で進めていこう。最低賃金の引き上げ、長
時間労働の是正、格差是正を、2018春闘の取り組みの中で前進さ
せよう。今年は２年後の統一自治体選挙、参議院選挙の準備の年
だ。政治を国民の手に取り戻すための一年にしよう」とあいさつ
しました。
　来賓を代表し、吉村美栄子山形県知事、齋藤順治山形副市長、
吉村和武民進党山形県連幹事長、高橋啓介社民党山形県連代表、
舟山康江参議院議員の５名より、ご祝辞をいただき、吉村知事からは、「県内経済も回復し、雇用環境は過去最高の数字を
続けている。引き続き若者の正社員化、所得向上、人材確保の施策を山形創生の視点にたって展開したい。山形には多くの
財産がある。さらに山形の価値を高めていく努力を皆さんとともに重ね、発信する一年にしたい」と述べられました。
　来賓者による鏡びらきの後、庭山山形労働局長から乾杯のご発声をいただきました。
　祝宴の後、連合山形小口副会長と山形地域協議会安孫子議長によるガンバロー三唱で、約240人の参加者と共に連合運動
のさらなる前進と団結を誓い合いました。

連合山形シンクタンク（一社）山形県経済社会研究所
「第45回定時総会」「年報発表会」を開催

設立30周年を祝いました
　12月18日、大手門パルズにおいて、連合山形のシンクタンクである
（一社）山形県経済社会研究所の「第45回定期総会」と「年報発表会」
が開催され、その後「設立30周年祝賀会」が開催されました。
　総会では、2017年度の事業報告ならびに会計決算報告、2018年度事業
計画ならびに収支予算について承認されました。役員改選では鈴木正弘
監事が退任し、後任として佐藤昇治氏が選出されました。
　総会後、2017年度に発行された年報の発表会が開催され、日本女子大
学名誉教授で経済社会研究所顧問の高木郁朗氏より「連合山形総研の30
年」、山形大学名誉教授で経済社会研究所所長の立松潔氏より「山形県
経済の30年」、山形市議会副議長で経済社会研究所専務理事の遠藤吉久

氏より「中核市移行から見る地方自治」と題した講演が行われました。
　その後、「設立30周年記念祝賀会」を開催し、設立時から研究所を牽引してきた高木郁朗顧問の長年のご労苦に感謝し、
今後の更なる発展を誓い合いながら、参加者は歓談していました。

年報発表会で講演する遠藤吉久専務理事

連合山形ニュース
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「2018春季生活闘争方針」を提起！
―月例賃金の引上げにこだわり、４％以上の賃上げを！―

　連合山形は、2018春季生活闘争方針について決定し、月例賃金にこだわる闘いを進め、連合加盟組合平均賃金水準の２％
相当額との差額を上乗せした水準目標（6,000円）とし、賃金カーブ維持分（4,200円）を含めた総額で10,200円以上、４％
相当額を要求額として掲げ、「底上げ・底支え」「格差是正」に全力をあげる、としました。
　また、各課題の具体的取り組みとして、
　⑴　「底上げ・底支え」「格差是正」にこだわった月例賃金の引き上げ
　⑵　非正規労働者の労働条件改善等の取り組み
　⑶　連合山形加盟全労働組合要求書提出への支援強化
　⑷　長時間労働是正に向けた働き方の見直し（３６協定締結、有給休暇取得促進など）
　⑸　春季生活闘争を通じた組織拡大の取り組み
を掲げています。
１．「地域ミニマム運動」への取り組み
　地域間や企業間の格差是正と県内賃金水準の底上げをはかり、低賃金県からの脱却をはかるために、最低基準（ミニマ
ム）を設定し、県内では「これ以下では働かない。働かせない」運動を展開していく。
２．連合山形の賃上げ要求内容
　⑴�　2017年連合山形中小組合賃金実態調査結果より、平均賃金246,863円の２％は約5,000円であるが、連合加盟組合全体

平均賃金水準の２％相当額が6,000円であることから、その差額1,000円を格差是正分として上乗せした金額6,000円を賃
上げ水準目標とする。

賃金カーブ維持分 ＋ 賃上げ6,000円以上
　⑵�　賃金カーブ維持分の算定が可能な組合は、その維持原資を労使で確

認する。
　⑶�　賃金カーブ維持分の算定が困難な組合は、賃金カーブ維持相当分を
4,200円とし、4,200円＋賃上げ6,000円の10,200円以上を要求する。

　⑷�　年齢ポイントごとの「標準到達目標」および「最低到達目標」は以
下のとおり

　⑸　非正規労働者の時間給目標額および引き上げ目標額
　　　時間あたりの賃金目標値　950円以上［山形県の連合リビングウェイジ額（所定内実労働時間数換算）］

ミニマム設定額
年齢 2018年設定額
18歳 145,900円
20歳 152,400円
25歳 166,800円
27歳 172,000円
30歳 179,100円
35歳 189,800円
40歳 199,800円
45歳 209,600円

【連合山形の標準到達目標】
全産業

20歳 173,700円
25歳 216,700円
27歳 223,000円
30歳 256,200円
35歳 291,200円
40歳 320,600円
45歳 343,600円

【連合山形の最低到達目標】
全産業

20歳 163,300円
25歳 184,400円
27歳 193,600円
30歳 207,600円
35歳 230,500円
40歳 250,900円
45歳 266,500円

　2018春闘を前に、１月16日大手門パルズにおいて、民間労組の産別代表者が
集まり、（一社）山形県経済社会研究所の高木郁朗顧問がコーディネーターとし
て、各産別の2018春闘をめぐる情勢や方針、山形地域として取り組み、無期転換
ルール適用への取り組みなどについての懇談会が開催されました。出席者からは、
「人材がなかなか集まらずに人手不足が続いている。賃金制度確立や賃上げは当
然必要だが、長時間労働の是正など働き方改革が求められている」などの意見が
出されました。
　出席者は、井上雄吾電機連合山形地協議長、金子浩ＪＡＭ南東北山形県連会長、

角谷俊一ＵＡゼンセン山形県支部長、丹野忍情報労連山形県協議会議長、青木孝典運輸労連山形県連書記長、高木郁
朗（一社）山形県経済社会研究所顧問、立松潔（一社）山形県経済社会研究所所長、舘内悟連合山形副事務局長、柏
木実連合山形副事務局長、鈴木正弘組織広報部長。

2018春闘に向けた「産別懇談会」を開催
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